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自
衛
官
自
殺
問
題
に
対
す
る
防
衛
省
の
取
り
組
み
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
一
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
の
三
年
間
に
毎
年
百
人
近
い
自
衛
官
が
自
殺
し
、
国
家
公
務

員
の
中
で
も
自
衛
官
の
自
殺
が
突
出
し
て
多
い
こ
と
が
防
衛
省
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
き
、
右
の
自
衛
官
の

自
殺
が
多
い
問
題
（
以
下
、
「
自
衛
官
自
殺
問
題
」
と
い
う
。
）
の
背
景
に
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
か
、
ま
た
「
自
衛
官

自
殺
問
題
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
防
止
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
防
衛
省
と
し
て
は
、
自
殺
防
止
対

策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
自
殺
の
状
況
を
も
踏
ま
え

つ
つ
、
自
衛
官
の
自
殺
の
原
因
等
に
つ
い
て
分
析
及
び
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
「
防
衛
省
に
お
い
て
は
、
自

衛
官
の
自
殺
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
他
の
隊
員
に
対
す
る
じ
後
の
精
神
的
・
心
理
的
影
響
等
を
な
る
べ
く
小
さ
な
も
の
と

す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
自
殺
防
止
対
策
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
精
神
医
学
及
び
心
理
学
の
専
門
家
等
を
構
成
員

と
す
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
チ
ー
ム
を
自
殺
者
が
所
属
し
て
い
た
部
隊
等
に
派
遣
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
自

殺
の
原
因
の
特
定
・
分
析
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
「
防
衛
省
と
し
て
、
自
衛
隊
員
の
自
殺
防
止
に
つ
い
て
は
、

防
衛
庁
（
当
時
）
に
設
置
さ
れ
た
『
自
衛
隊
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
検
討
会
』
に
よ
る
平
成
十
二
年
十
月
六
日
の

一



『
自
衛
隊
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
提
言
』
を
踏
ま
え
、
二
十
四
時
間
受
付
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
の
充
実
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
啓
発
教
育
の
実
施
の
徹
底
、
自
殺
し
た
隊
員
の
身
近
な
隊
員
や
御
遺

族
に
対
す
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等
の
施
策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
防
衛
省
が
右
の
答
弁
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
、
原
因
・
分
析
に
努
め
て
い
る
と
い
い
な
が
ら
も
、
事
実

二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
の
三
年
間
、
自
衛
隊
員
の
自
殺
者
が
国
家
公
務
員
の
中
で
も
突
出
し
て
多
い
現
状
は
改
善
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
防
衛
省
と
い
う
組
織
の
在
り
方
自
体
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
問
題
を
解
決
し
な
い
以

上
、
「
自
衛
官
自
殺
問
題
」
は
解
決
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
防
衛
省
の
見
解
如
何
。

二

海
自
横
須
賀
基
地
所
属
の
一
等
海
士
が
二
〇
〇
四
年
十
月
に
自
殺
し
た
こ
と
に
対
し
、
一
等
海
士
の
両
親
が
自
殺
の
原
因

は
上
官
に
よ
る
い
じ
め
に
あ
る
と
し
て
上
官
の
元
二
等
海
曹
を
提
訴
し
た
こ
と
（
以
下
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
と
い

う
。
）
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
御
指
摘
の
件
に
つ
い
て
、
防
衛
省
と
し
て
は
、
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法

律
第
百
九
号
）
に
従
っ
て
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」

に
つ
き
、
防
衛
省
が
一
等
海
士
の
両
親
に
対
し
て
調
査
書
の
開
示
に
応
じ
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
が
刑
事
事
件
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二



四

一
で
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
を
含
む
「
自
衛
官
自
殺
問
題
」
は
、
防
衛
省
と
い
う
組
織
の
在
り
方
自
体
に
何
ら
か
の

問
題
が
あ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
防
衛
省
が
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
に
つ
い
て
二
の
よ
う

な
答
弁
を
す
る
の
で
は
な
く
、
全
て
の
情
報
を
開
示
し
、
防
衛
省
と
い
う
組
織
の
問
題
点
を
全
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
「
自
衛
官
自
殺
問
題
」
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
防
衛
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


